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６ 下の図１は，1 辺が 4cm の立方体を 2 点Ａ，Ｂを通る平面で切ってできた立体です。

また，図２は，立体の展開図です。ただし，面が 1 つ足りません。マス目の 1 目盛り

は 1cm とします。

(1) 図２の展開図の足りない面を，解答用紙(図２と同じ図)のアの面にとなりあうよ

うにかきなさい。

(2) この立体の体積は何cm３ですか。

(3) この立体の辺ＰＱ上に点Ｃをとり，この立体を 3 点Ａ，Ｂ，Ｃを通る平面で切り

分けたところ，2 つの立体の体積が等しくなりました。切り分けた 2 つの立体の表

面積の差は何cm２ですか。
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(1)

頂点を上図のようにすると，

足りない面は台形ＳＲＵＡで，上図のようになります。

(2) 上図から，立体を台形を底面とする高さ 4cm の四角柱とみると，

台形の面積が(1 ＋ 4)× 4 ÷ 2 ＝ 10cm２なので，体積は

10 × 4 ＝ 40cm３ です。

(3) 切り口は右図の長方形ＢＣＤＡとなり，

四角形ＴＢＣＰを底面とする四角柱と

三角形ＢＱＣを底面とする三角柱に分け

られる。このとき，△ＢＱＣの面積と

四角形ＴＢＣＰの面積は，台形ＢＣＰＴ

の面積の半分で，台形ＢＱＰＴの面積が

10cm２ なので，

それぞれ 10 ÷ 2 ＝ 5cm２。

よって，ＣＱ＝ 5 × 2 ÷ 4 ＝ 2.5cm，

ＰＣ＝ 4 － 2.5 ＝ 1.5cm となるので，

切り口より上側の立体の切り口以外の面積

の合計は

5 × 2 ＋(5 ＋ 1 ＋ 1.5)× 4 ＝ 10 ＋ 30 ＝ 40cm２ 。

また，切り口より下側の立体の切り口以外の面積の合計は

5 × 2 ＋(4 ＋ 2.5)× 4 ＝ 10 ＋ 26 ＝ 36cm２ となるので，

切り分けた 2 つの立体の表面積の差は

40 － 36 ＝ 4cm２ です。
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